
みたか国際円卓会議第 11 期 第２回会議録要旨 

日 時 令和２年３月 19日（木） 

会 場 教育センター３階 大研修室 

出席者 委員９名（欠席委員４名）、事務局：企画経営課長他３名、傍聴：０名 

【当日配布資料】 

資料１ 第１回会議（１月 23日開催）会議録要旨 

【記号について】 

・ 委員の発言 

→ 事務局の発言 

 

【議事内容】 

１ 委員からのスピーチ及び質疑応答 

  李委員及び友部委員の紹介（各 15分程度） 

２ 第 11 期議題について 

 (1) 多文化共生センター（市からの提案） 

→市は、｢子どもの森｣というコンセプトのもと、子どものための施設と、「多文化共生センター（仮

称）」を駅前再開発事業の一環で作ろうとしている。 

→多文化共生センターのコンセプトとしては、外国あるいは地域の文化をお互いに理解し合うと

いうことに加え、男女や LGBT という観点等も含める予定。 

→広く捉えて、人権を互いに認め合うことを目的に様々な情報発信、活動の拠点となるセンター 

を作りたい。今ある国際交流協会が大きく、幅広い機能を持ったイメージ。 

→令和４年に都市計画決定（大きなビジョンを描くこと）をしたいので、皆さんには、令和２～ 

３年の間で、国際化の観点から多文化共生センターをどのようなものにしたいかというイメージ 

作りをお願いしたい。 

 (2) ワークショップについて 

→もう一つの提案として、会議形式にすると一人ひとりの意見を他の全員が聞くので、気軽に発

言できなくなってしまう。なので、５～６人のグループを作って意見を出し合うワークショップ

形式で行いたい。 

→ワークショップではいくつかのルールがある。例えば、出た意見は否定せず、発言がしやすい

場を作ってほしい。いろいろな意見をまとめると、面白いアイデアが出ると思う。実際にワーク

ショップに行う時に詳しく説明する。 

→市の施設だから、この機能を入れるのは難しいとか、予算や面積などの問題も考えずに、自由

に夢を膨らませた議論をしていただきたい。 

→例えば１回目は多文化共生、あるいは三鷹の国際化はこうありたいというような大きく抽象的

なイメージをつくり、２回目以降は情報発信や言語など個別のテーマをいくつか決めてそれにつ

いて話し合うなどでもいいかもしれない。 

 (3) 意見交換 

・運営主体はどこか？ 

→まだ決まっていない。どういうものが欲しいかということをスタートに考えてもらいたい。 

・国際交流協会（MISHOP）との分担があるのか？あちらはあちらで議論をしているのか？ 

→MISHOP からもご意見は伺うが、分担などはない。この会議と MISHOP はすごく密接なので、 

情報を共有しながらできると思う。 



・このメンバーで理念をつくっていくのか。それとも既に理念があって、その中で具体化してい 

くのか、どちらなのか？ 

→最終的に市としてこういう多文化共生センターをつくるという理念を決めることになるが、そ 

れを決めるに当たってのベースとなるアイデアとして、皆さんから意見をいただく。 

・多文化共生センターについて話し合い、でたアイデアなどは外部に話さない方がいいか。 

→この会議自体が、希望があれば傍聴を許可しているように、外で話すことは全く問題ない。 

・日本語教室のような、子どもと市民に教える場所が必要だと思う。 

・食の文化を通じて調理室と簡単な食事をする場所をつくってもらいたい。 

・多くの外国人が三鷹を楽しめるように、多文化共生センターまでのルートガイド、多言語翻訳、

わかりやすく案内してくれるアプリの３つが必要だと思う。 

・防災センターを設置すべきではないか。 

・外国人が日本人に向けて、また、日本人が外国人に向けて文化を発信する場が必要だと思う。 

・料理や経済・経営などジャンルを問わずに教え合える場を提供できるといい。 

・タッチパネルを使って天文台など行きたい場所に案内してくれる仕組み作りも良いのでは。 

→生活支援の観点からも、国際交流協会でやっているのは日本語を教えるというところがメイン 

だが、もっと踏み込んで日本の料理や、企業のあり方について教えるというのもできると思う。 

・センターをつくるにあたり、ロジックのベースについて話し合うのも大切。 

・全国の多文化共生センターがどのようなことをしているのかデータを出していただきたい。 

→事務局で調べて、皆さんに事前にそのような情報を提供させていただくことは考えているが、 

どこで何をやっているかということよりも、自分たちが何を必要としているかということを中心 

に話しあっていきたい。 

→やり方についてはもう少し考えさせていただき、次回から第１回ワークショップを行いたい。 

・確認ですが、11期のテーマは多文化共生センターのイメージマップを作るのに取り組むという 

ことでよろしいですね。 

→ワークショップをやる前に資料などをお送りするかもしれないので、その際は、目を通してい 

ただけると助かります。 

３ 次回日程について 

→６月又は７月に開催予定。詳細は決まり次第、連絡します。 

・三鷹のみなさんのために、多文化共生センターについて話し会えることがとても楽しみです。 

→ワークショップに時間がかかると思うので、次のショートスピーチは２回に分けて、１人ずつに 

話してもらいましょう。 

４ その他 

翻訳機デモンストレーション 

以上 

 

 


